
男女共同参画社会についての住民意識調査報告書 

（ダイジェスト版） 

 

男女が共に個性と能力を発揮できる社会のために 

 

平成22年11月に、市民の意識と暮らしの実態を把握し、「姶

良市男女共同参画計画」の基礎資料等のために、20 歳以上の市

民2,000名（女性1,086人、男性914人）を対象に送付し、813

人（女性468人、男性340人40.7％）から回答をいただきまし

た。 

調査の概要 
  時 期  平成２２年１１月 

  対 象  無作為に抽出した20歳以上の市民 2,000人  

  方 法  郵送配布・郵送回収 

  回答者数  813人 

 

回答者の属性 
 

〈 年代別 〉 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 無回答 計 

7.6％ 11.9％ 14.3％ 20.7％ 23.5％ 14.4％ 7.0％ 0. 6 ％ 100.0％ 

 

〈 職 業 〉 

常勤の

勤め 

非常勤

の勤め 

自営業 
その他の

職業 

主婦・ 

主夫 
学生 無職 無回答 計 （農業林業

漁業等） 

（商業工業

建設業等） 

27.4％ 17.3％ 2.0％ 5.5％ 1.2％ 18.9％ 0.9％ 22.9％ 3.8％ 100.0％ 

 

発 行・平成２３年６月 姶良市役所 企画政策課 男女共同参画係 ６６－３１１１ 

 

●仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）に満足していますか？ 

 「満足」を合わせた割合は58.3％ですが、20.0％が不満足です。しかし満足感をみると女性は55.3％で、男性が62.6％

で差があります。 
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●いきいきと暮らすために必要なことは？ 

（男性も女性も家事・子育て・介護・地域活動・仕事などに、自分の意思で積極的に関わること）で、一番多いのは「育児や介

護支援の充実など、育児や介護を社会で支える制度を充実させること」ですが、どの項目も必要なことがうかがえます。
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男性の男女共同参画関心を高める

女性の男女共同参画関心を高める

学校・職場・社会で男女平等の理解・学習を増やす

労働時間短縮・休暇制度普及
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●男女は平等？ 
かなり平等になっていると回答したのは、「家庭」「働く場」「教育の場」の順です。「平等になっている」を合わせた平等感で見ると、

「教育の場」72.1％、「家庭」71.8％、「地域社会」66.2％、「働く場」63.2％となっていますが、「平等になっていない」と感じている人も

多くいます。 
 さまざまな場での男女の地位の平等感 
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●子育ての不安や悩み 

子育て世代で見ると、「子どもとの時間を十

分にとれない」、「急な子どもの病気などのと

きの対応に困る」、「急な用事で子どもを預け

られる場所がない」、「子どもとの接し方に自

信がなくなることがある」がそのほかの年代

に比べて特に多い。男性では「子どもとの時

間を十分にとれない」が突出しています。 

●地域の雰囲気や慣習は？ 

多い順に「会合や行事の湯茶・食事の準備や後片付けは女性の役

割という雰囲気がある」「集落・公民館・PTA などの役員名簿に

は夫の名前を載せるが、実際には妻が役割を果たしていることが

多い」「団体の長や代表などには男性がなるほうがよい（なるも

のだ）という雰囲気がある」「様々な役割分担の責任者には男性

が就き、女性は補佐役に就くことが多い」です。まだまだ地域の

中には様々な雰囲気があることがわかります。 



 

● 固定的役割分担意識については？ 
「育児休業は、男性より女性がとったほうがよい」「職場で来客にお茶を出すのは女性がしたほうがよい」「男の子は男らしく、女の子

は女らしく育てるほうがよい」「妻や子どもを養うのは男性の責任である」「女性は仕事を持つのはよいが、家事・育児もきちんとすべき

である」「結婚したら、妻が夫の姓を名乗るのは当然だと思う」について、「そう思う」割合が50％を超えていました。 
 「性別」と「“男性は仕事、女性は家事・育児”と役割を分担するほうがよい」関係 
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セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）の被害については？          

 全ての項目で「経験がある」がありました。割合の多少にかかわらず、悩み、傷ついた人がいるという事は大変な

重要な課題です。ほとんどの項目で「経験がある」のが多かったのは30歳代女性でした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１．子育ての不安 

※ 現代の日本では親や学校や社会が子供を甘やかす。従って子供の考えが自由勝手になりがちで、子供が 

  大きくなるにつれ、育てにくくなる。子どもが小さいうちは親が愛情と責任を持って育てるという親の意 

識が足りない。 

  

２．介護に対する支援 

※ 社会が積極的に支援、基本的には社会が担うべきというような体制になればよい。あと１００年もする 

 となるかも。スウェーデンなどのような。 

 ３．職場での性別処遇差 

※ 女性に補助的な仕事をまわす。（本来の職務以外に） 

● 配偶者等からの暴力に対する認識は、 「刃物などを突きつけて、おどす」「身体を傷つける可能性のあるも

ので打つ、なぐる」「ける」の順で「どんな場合も暴力にあたると思う」割合が多かったのですが、しかし、どの項目

でも「暴力にあたるとは思わない」があり、配偶者等になるとこれでも暴力であるという認識がないといえます。ま

た「常に命令口調で話す」「交友関係や電話を細かく監視する」「大声でどなる」「何を言っても長期間無視し続け

る」などは、「どんな場合も暴力にあたると思う」割合が低く、目に見える身体的な暴力についての認識と、精神的

な暴力等についての認識の差がありました。 

● 配偶者からの暴力を受けた経験については？ 「何度もあった」「１・２度あった」を合わせると、身体

的暴力は 18.5％で５．４人に１人、精神的暴力は 15.4％で６．５人に 1 人が経験がありました。女性では、

身体的暴力は 24.7％で４．０人に 1 人、身体的暴力は 18.5％で約５．３人に１人が被害にあっています。

精神的暴力については男性が 11.5％で８．７人に１人は被害にあっています。深刻な状況が見えてきま

した。 

男女共同参画社会についての住民意識調査では、多くの方にご意見・ご要望が寄せられ

ました。その中から一部をご紹介いたします。 

 



 ４．仕事をしていない理由 

※ ほとんどの職業が働ける環境自体できていない。 

  

５．ご意見・ご要望から 

        ※ 姶良市がなんでも優しい町になれればいいなと思います。心優しい対応や言動に出会うだけでその日の 

  疲れも忘れてしまうほど心が癒され暖かい気持ちになりますよね。 

 

※  職場は多忙化が進む一方です。男女平等まで仕事をし、家事・育児は相変わらず女性の負担が大きく、

ス 

ーパーウーマンにならなければ仕事を続けられないような状況です。“ワーク・ライフ・バランス”の実 

現のためには様々な改革が必要だと思います。 

  

※  男性・女性を問わず、自分の身近に接している人々には自分の意図を伝えられると思います。自分は古

い 

世代に育ち意識としては（潜在的にも）男女差別の傾向が否定できない人間であると自覚しているので、 

極力これの修正に努めています。 

子ども時代の啓蒙が必要と思います。 

 

※  市には、内容問わず、意識調査は数多く行って頂きたいと思います。声を上げる機会がなければ言えな

い 

              ことも多いので。 

「男女共同参画社会」を考えるとき、平等・不平等が取り上げられることが多いですが、もはや「男女」 

と考えるより、福祉・教育面での充実をはかり、サポートを整える方が実質的ではないかと考えます。男女 

共同参画は昔から言われてきていて、正直、姶良市は今頃？という感想を持ちました。男尊女卑で有名な県 

ですから無理に男女共同参画と名打つより、うまくもともとの文化を理解利用し、医療・福祉・教育から切 

り込む改善策もあるのではないかと思います。 

 

※  小さい頃からの男女平等という意識付けが必要と思う。家族づき合いを作りあげて、いろいろな家庭が

あ 

ることを理解させることも大事と思う。今後ますますお年寄りが増えるので、介護の大切さ、重要さの教 

育・実習が必要と思う。三世代同居が出来るよう社会が手助けできるようにしたい。 

  

※  公的な介護支援をえていますが、細かく分類されすぎていて利用しにくい現状です。例えば、介護認定

を 

うけていても、病院の送迎はするが院内での世話（トイレに連れていく）などできないとか。もっと、皆 

が分かりやすく実際的なものにしてもらいたい。 

 

※  21世紀は人権の世紀とも言われている。男女が共に支え合っていける社会づくりのためには、男尊女卑 

にみられる古い固定観念を打破することが、必要と思う。そのためには行政が積極的に男女共同参画をうな 

がす施策（社会的に古い慣習の打破）、教育、啓発が必要だと思う。少子・高齢化社会を迎え、社会全体で、 

子育て、介護を支える仕組みを作る必要がある。男女差別にみられる社会意識は同和問題をはじめとする私 

たちの社会意識の変革が必要と思う。今回のアンケート結果を分析し、広く広報し、反映されることを期待 

します。 

 

※  私自身がDVについて相談しようと思った時に、まず、どこに相談できる機関があるのか何もわからず、 

離婚についての本を購入した際にやっと見つけた相談センターに電話する事ができました。１人で20年以 

上もの間、悩んでいました。私の場合は、家族（実家の両親や兄弟）には相談できずにいました。他にも 

相談先が分からず、一人で悩んでいる方がたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。身体的暴力だけ 

でなく、私もそうでしたが精神的暴力（モラルハラスメント）についても相談先など充実していたら良い 

のではないでしょうか。 

 

※ 子育てや介護など、どうしても女性に負担がかかります。社会で支えていく方法を考えていただきたいで 
 す。何とかやっていますが、介護が必要になってくるかと思うと不安です。 



 
【問い合わせ先】  

 企画政策課 男女共同参画係 
 66-3111（内線241） 


